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グローバル化とアフリカの王位

一一在日イポ人と移民王制一一

はじめに

「路上の王:ドイツで整備工として働くアフ

リカの君主」

セーファス・パンサは、 ガーナとトーゴの

200万人以上の人民を治めている。 しかし彼

はまた、 スカイプを用いて人民を統治する傍

ら、 ドイツで整備工として働いている。 67歳

となる彼は、 1970年にドイツに移り住み、

2000年に妻、 ガブリエレと結婚した・・

- Daily Mail Online (2016/4/7) 

上記の抜粋は、 イギリスのタブロイド紙が2016

年に公開したウェブ記事である。 記事においては、

アフリカのとある民族の王でありながらも、 ドイ

ツで整備工として働く男性が取り上げられている。

きらびやかな民族衣装をまとった姿と、 整備工と

して働く姿のコントラストが描かれるとともに、

ドイツ人の妻と子どもたち、 故郷であるガーナへ

の支援活動などが紹介されている。 類似した記事

は、 他にもある。 動画サイト、 ユーチューブには、

ニューヨークに本拠を置く映像制作会社による

「カナダに暮らす西アフリカの王」と題した短編

ドキュメンタリーが公開されている(Great Big 

Story 2017/1111)。 この動画においては、 ガーナ

の「部族の首長」でありながらも、 カナダで庭師

として働く男性が紹介されている。 王あるいは首
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長としての出で立ちと庭師としての姿、 雇用者の

カナダ人女性との交流や、 故郷への支援活動など、

語られる内容は酷似している。

本 稿は、 これらの記事の内容についてその真偽

を問うつもりはない。 むしろ、 二つの記事をもと

に確認したいのは、 アフリカの王や首長がある種

の文化資本と見なされ、 大陸を越えグローパルに

消費、 流通している現状である。 伝統的権威者た

ちが、 アフリカの文化を表象する象徴財として扱

われているのである。

アフリカをフィールドとした文化人類学的研究

において、 王制や首長制は、 長らく近代国家を相

対化する存在として扱われてきた。 伝統王国は、

「歴史のない大陸」や「文明のない大陸」と呼ば

れたアフリカにおいて、 ヨーロッパ中心主義的な

国家観におさまらない、 オルタナデイブな政体と

して注目を集めてきた。 しかし1990年代になると、

国家と王制・首長制の関係が、 異なる視点で論じ

られるようになった。 近代国家に包摂された伝統

的権威者たちが、 国家行政のなかで果たす役割が

議論されるようになったのである(van Rouveroy 

van Nieuwaal & van D討k， eds. 1999)。 今日のアフ

リカの様々な国では、 政府が諸民族の王や首長を

保護し、 地方行政と関わる一定の権限を委ねる動

きが顕著となっている。 人民主権を謡う民主国家

と、 君主制を柱とする様々な政体が並び立つ状況

が 見 ら れ る の で あ る(van Rouveroy van 

Nieuwaal 1996; Oomen 2005; Logan 2009)。 これ

らの議論が王や首長たちと近代国家の関係に注視
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するのに対し、 冒頭の事例は、 アフリカの伝統的

権威者たちが持つ価値が、 今日ではもはやアフリ

カの政治社会的文脈にとどまらず、 大陸を越えグ

ローパルに展開している可能性を示唆するもので

ある。

以上をふまえ、 本論文では、 アフリカの王制や

首長制が、 伝統社会や近代国家の文脈を越えて果

たす役割について考察する。 そのための題材とし

て、 日本に暮らすナイジエリア出身のイボ人たち

を事例とし、 移民たちが移住先の都市において故

郷の王制を模した移民組織を創造する動きを取り

上げる。

ナイジエリアには300以上の民族が共生してい

ると言われている。 なかでもハウサ人、 ヨルパ人、

イボ人が三大民族という位置づけにある。 これら

三大民族のうちイボ人は、 経済活動を目的とした

移動に積極的な ことで知られている。 故郷を離れ

て暮らすイボ人移民たちの間で、 長きにわたり相

互扶助活動において中心的な役割を果たしてきた

のは、 故郷を同じくする者たちが集う大小様々な

同郷団体である(Smock 1971)。 ナイジエリア国

内では、 1910年代半ばには同郷団体の設立がみら

れ(Ahanotu 1982: 156)、 現在では世界各地にま

で、広がっている。 しかし1980年代になると、 各地

のイボ人移民コミュ ニティにおいて、 王制を媒介

とした新しいタイプの移民組織が設立されるよう

になった。 それぞれの都市で暮らすイボ人移民た

ちが集まり、 「エゼ・イボJ(Eze !gbo、 イボ人の

王の意味) と呼ばれる権威者を選ぶ現象が広まっ

ていったのである(Osaghae 1994)。

エゼ・イボは、 イボ人移民が多く集まる都市や

州を単位として選ばれ、 その支持者たちはエゼ・

イボを同地に居住するイボ人たちの王として認識

している。 エゼ・イボ、は、 自らの支持者のなかか

ら首長を任じ、 彼らとともに評議会を組織してい

る。 いわば王位を媒体とした移民組織である。 本

稿では この種の制度を指して「移民王制」と呼ぶ

こととする。

以下では、 はじめに第1節において、 アフリカ

出身の移民たちと王位・首長位との関わりについ

て論じる。 つづく第2節では、 ナイジエリアから

日本へと渡る移民たちの国際移動の状況について
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概括する。 そのうえで、 第3節において、 在日イ

ボ人たちによる移民王制創造の動きを取り上げる。

事例としては、 「日本の王」および「大阪の王」

を称する二人の人物について注目する。 それら記

述をもとに、 最後に移民王制の創造が、 移民たち

の移住先での生活や故郷との関係に与える影響に

ついて考察したい。

なお、 イボ、人移民が移住先の地に創造した王位

については、 「エゼ・イボ」や 「エゼ・ンデイボ」

(ンデイボ、 Ndigbo はイボの複数形) という名称

が用いられることが多い。 ただし、 本論文で取り

上げる日本や香港などの一部地域では、 「イグウ

エJ(主we) という呼称が使われている。「イグ

ウエ」は「エゼ」とともに、 イボ語で「王」を意

味する言葉である。 特にイボランド北部を中心に、

移民たちの故郷においても伝統的権威者を指し示

す言葉として用いられている。 本論文では、 故郷

の伝統的権威者と移民たちのそれとの混同を避け

るため、 移民たちが創造した王位については、 個

別事例を除き、 一貫して「エゼ・イボ」という名

称を用いる こととする。

1 . アフリカの王位・首長位と国際移民

アフリカ諸社会出身の移民たちの多くは、 異境

の地で一定の成功を収めると、 「故郷に錦を飾る」

ことを欲する。 そのため、 故郷の人々の求めに応

じて経済的な支援を行う者は少なくない。 彼らが

行う経済的な支援は、 親族を対象としたものに限

定されず、 コミュ ニティの自助計画への寄付行為

なども含まれる(Trager 2001)。 そうした移民た

ちと故郷の聞のつながりを象徴する現象の一つが、

首長や貴族の称号を求める移民たちの動きである。

現在、 アフリカの様々な社会で、 コミュ ニテイ

の功労者に首長や貴族の称号を授与する習慣が広

く 普 及し て い る(Vaughan 1991;野元 2005 : 

248-252)。 授与の対象は、 コミュ ニティの出身者

に限定されない。 コミュ ニティの発展に対し顕著

な貢献があれば、 出身や居住地に関わらず称号を

手にする ことができる。 例えば和崎(2001) はカ

メルーンのパムン王国を取りあげた研究のなかで、

王制と関わる称号が移民組織の在り方に影響を及



ぼし、 伝統王国の領域外へと社会関係を拡張する

役割を果たしている ことを明らかにした。 アフリ

カからの国際移動については、 移民たちの経済的

な支援がアフリカの開発にもたらす恩恵に注目が

集まっている。 移民によるサハラ以南アフリカ諸

国への送金額は、 2010年の時点でおよそ200億ド

ルに上るとされており、 公的援助の三分のこの金

額にまで達している(Ratha et al. 2011: 49-51)。

首長や貴族の称号授与は、 十分な経済資源を持た

ないコミュ ニテイが、 支援者たちとの聞に関係を

構築し、 強化するための重要な手段のーっとなっ

ている(松本 2008、 2016)。 本論冒頭で紹介した

ドイツ在住のパンサ氏についても、 厳密には王で

はなく、 故郷への貢献を通して首長となった者の

一人であると言われている。

イボ社会の場合、 伝統的権威者が授与する権限

を持つ首長位の称号がそれに当たる。 首長位の称

号は、 コミュ ニテイの発展に多大な貢献をなした

者に贈られる栄誉の証である。 成功を収めたイボ

人移民たちのなかには、 称号を手にし、 首長とな

る ことを望む者が少なからず存在する。 首長とな

る ことを欲する移民たちは、 自分 自身の故郷や、

何らかのつながりを持つ他のコミュ ニティに対し

支援を行う ことで、 称号を手にする1 )。

この様な移民たちによる首長位の称号の獲得は、

故郷の既存のコミュ ニティとの関係のうえに成立

する習慣である。 それに対し、 移民王制は、 故郷

を離れた移民たちが、 移住先の地に新しい王制・

首長制を創造する試みである。

ナイジエリアでは、 移民王制が植民地時代から

存在した。 例えば、 A. コーエン(Cohen 1969) 

は、 ナイジエリア南西部の都市イパダンの「ハウ

サ人の首長J(Sarkin Hausawa) について報告し

ているc 「ハウサ人の首長」は、 植民地 政府の承

認を得たハウサ入居住区の代表であり、 イパダン

のヨルパ人王である オルパダンが指名し、 儀礼を

経てその地位に就いた。 ハウサ入居住区は、 植民

地 政府が設置した移民居住区であり、 「ハウサ人

の首長」は植民地政府の後ろ盾を得て選ばれた権

威者である。 しかし、 コーエンは、 その創造過程

にハウサ人 自体が主体的に関与し、 長距離交易の

独占という政治経済的な目的にその制度を活用し
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ている様を描き出した。

またイボ人による移民王制を扱った先行研究と

して、 1990年代前半に北部のカノで、調査を行った

E. オサガエ(Osaghae 1994. 1998) の研究がある。

彼は、 移民王制の創造を故郷の伝統的権威者制度

の影響としてよりも、 北部の集権的な宗教政治体

制に対する適応として捉えている。 さらに、 カノ

の移民たちが、 植民地時代に設置された旧移民居

住区に集住している ことや、 人口規模が小さく単

一の同郷団体を組織している ことも、 移民たちの

意見の集約を容易とし、 単 一の権威者の創造を可

能としたと指摘している。

移民たちによる故郷の称号の獲得は、 移民たち

と、 彼らが王や首長となるコミュ ニティの聞につ

ながりを構築、 強化する。 それに対し、 移民王制

は、 故郷の政治制度と実質的な関係を持たず、 必

ずしも故郷の権威から正統性を付与されているわ

けではない。 イパダンの「ハウサ人の王」やカノ

の「イボ人の王」を権威づけるのは故郷の権威者

ではなく、 移住先の都市に暮らす移民たちであり、

その地を統治する権威者(ホスト社会の王や植民

地行政機関) である。

本 稿で取り上げるエゼ・イボの場合をみれば、

植民地化以前から王制文化、 首長制文化を保持し

たハウサ人やヨルパ人とは異なり、 イボ社会では

王位や首長位そのものが、 植民地政策や国家政策

との関わりから生まれた比較的新しい権威者の地

位である(松本 2008)。 王位や首長位は今日のイ

ボ社会に深く浸透し、 その地位に対する人々の関

心は非常に高い。 そして高い関心の結果、 各地の

イボ人移民社会が故郷の王制を模倣して創造した

のが、 エゼ・イボの地位である。 だがその一方で、

移民たちが生み出した この新しい王制については、

故郷の人々から厳しい批判の声が上がっている。

特に、 故郷の伝統的権威者のなかには、 エゼ・イ

ボを「イボ文化の粗悪化J(bastardization of Igbo 

culture) と評し、 その廃止を求める動きもあっ

た。 エゼ・イボの地位にある者は、 移住先の地に

おいては「王」と呼ばれる一方で、 故郷の地にお

いてはエゼに従属する存在である。 結果として、

移民主制は移民たちと彼らの故郷の聞に摩擦を生

み出すのである(松本 2012)。
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2. ナイジエリアから日本へ

アフリカを起点とした人の移動の流れは、 現在

では日本を含めた東アジアにまで到達している。

今日、 日本に暮らすアフリカ地域出身者の数は、

非正規滞在者を含め、 およそ 2万人と言われてい

る。 そのなかで、 ナイジ、エリア人は出身国別人口

において第1 位となっている。

『在留外国人統計� (l日『登録外国人統計� ) に

よれば、 日本に暮らすナイジエリア人の数は、

1990年代に入り急増した。 正規の在留資格を持ち

日本に滞在するナイジエリア人の数は、 1984年末

の時点ではわずか44人であった。 それが2011年に

は2730人にまで増加している(入管協会編 1985-

2012)。 日本政府は長らく単純労働を目的とした

就労ビザの発給は認めて来なかった。 また仮に専

門的な知識や技術を持っていたとしても、 言葉の

壁や差別によってナイジエリア人たちがそれらの

業種に就く機会は極めて限定されている。 そのた

め、 ナイジエリア人の多くは、 短期滞在ピザで入

国し、 その有効期限が切れた後も非正規に就労を

続ける。 しかし、 時とともに、 彼らのなかにもよ

り安定した地位で日本に滞在する者が登場してき

ている。 2011年末の時点では、 正規の滞在許可を

持つ在日ナイジエリア人の 46.8%にあたる1， 277

人が永住権を取得しており、 加えて 25. 7%にあた

る702人が配偶者ピザを所持している。 10年以上

日本で暮らしており、 日本人女性を妻とし、 高校

や大学に通う子を持つナイジエリア人も少なくな

い(松本 2014)。

イボ人は、 これら在日ナイジエリア人の多数派

を占めている。 王位や首長位に対する関心は、 日

本に暮らすイボ人たちの問でも見られる。 イボ人

移民が組織する同郷団体のリーダーたちのなかに

は、 首長位の称号を持つ者も多い。 イボ、人移民た

ちやその同郷団体が何らかのイベントを開催する

際には、 必ず来賓席が用意される。 そして行事の

初めには、 来場した有力者たちの名前を肩書きと

ともに呼ぴ、 来賓席へと案内する。 首長位の称号

を持つ者は必ずそれら有力者の一人として扱われ、

来賓として遇される こととなる。
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3. 日本における移民王制の創造

エゼ・イボは、 イボ人移民が多く集まる都市や

州を単位として選ばれる。 その地位に就いた者は、

「ラゴスのエゼ・イボJ(Eze !gbo， Lagos ) や「カ

ノのエゼ・イボJ(Eze !gbo， Kano ) のように都

市や州の名前とともに自らを「イボ人の王」と称

する。

イボ人移民コミュ ニティにおけるエゼ・イボの

地位の創造は、 もともとは1980年代後半にナイジ

エリア北部の都市で始まったと言われている。 さ

らに1990年代後半には、 ラゴス州や オヨナ卜|、 リ

パースナト|やクロス・リバー州、 エド州など南部の

各州にも拡大していった(Osaghae 1994)。 今日

ではエゼ・イボの地位は、 ナイジエリア圏内に限

らず国外のイボ人移民コミュ ニティにも見られる。

東アジア の場合、 香港に暮らすイボ人たちの

「王」と し て、 「香港のイグウエJ(主we， Hong­

Kong ) が存在する。

日本では、 2006年にある裕福なイボ人移民が

「日本のエゼ・ イボJ(Eze !gbo， ]!ゆ仰 ) に名乗り

を上げた。 だが、 十分な支持者を集める ことがで

きず、 その後議論は立ち消えとなっていた。 しか

し、 2010年代になると、 首都圏および大阪におい

て、 相次いで移民王制が創造された。 前者は、

「イグウェ・ジャパン」すなわち「日本の王」を、

後者は 「イグウェ・ オ オサカ」すなわり「大阪の

王 」を名乗っている。 以下では、 二人の王やその

支持者へのインタビューをもとに、 在日イボ、人に

よる移民王制創造の過程を論じたい。 特に、 彼ら

が考える王となる条件や、 戴冠に至る経緯に注目

する。

事例:日本の王、 Igwe Japan 

現在、 「イグウェ・ジャパン」を称するのは、

アナンブラ州出身で埼玉県在住のcu氏である。

彼の戴冠式は、 2015年 7 月に彼の自宅で行われた。

後述する通り、 彼が「日本の王」を名乗る ことに

ついては、 異議を唱える者も多い。

cu氏が来日したのは2003年の ことである。 も

ともと、 自動車の中古部品の買い付けを目的とし

て来訪したが、 思うように商品が集まらず、 結果



として日本に留まる こととなった。 当初は、 レス

トランや工場で働いていたが、 それまで貯めた資

金を元手に2007年に起業した。 現在は、 日本人の

妻とともに、 リサイクル/リユース業を営んでい

る。 埼玉郊外に事務所を兼ねた置き場を持つ他、

札幌にも支庖を構えている。

cu氏の祖父は、 故郷のコミュ ニテイの伝統的

権威者であった。 そのため、cu氏は自身は 「ロ

イヤルファミリー」の出身であると称している。

来日した彼は、 日本にはイグウェを称する者がい

ない ことに気づいたという。 経済的な成功を収め

た古参の移民たちの多くは、 故郷の首長になろう

とはするものの、 日本のイグウェとなる ことは考

えていないようだった。 そのため、cu氏は自身

がイグウェとなる ことを意識し始めたという。

cu氏によれば、 イグウェとなるには、 いくつ

か条件がある。

第一に、 出自と関わる条件が挙げられる。cu

氏によれば、 イグウェとなる者は、 「ロイヤルフ

ァミリー」の一員であるか、 あるいはオゾと呼ば

れる伝統的な称号の保有者でなくてはならない。

植民地化以前のイボ社会には、 有力者の証として

様々な称号制度が存在した。 称号のなかには、 広

い地域に普及しているものもあり、 そうした称号

を手にする ことで人々は村落を越えた名声を手に

する ことができた。 オゾは、 イボ社会で最も有名

な称号制度であり、 イボランド北部を中心に広く

普及していた。 現在では一般に「首長」と言えば、

イボ社会では、 伝統的権威者から首長位の称号を

授与された人々を指す。 しかし、 オゾの称号制度

が普及した地域では、 この称号を持つ者に対しで

も 「首長」という呼称が用いられる。 イボランド

のなかでも植民地化以前から王国を形成していた

オ ニチャでは、 オゾの称号を有する ことが、 王の

地位につく前提条件となっていた(Henderson

1972 : 297-299)。

ただし、 オゾの称号はイボランド全土に普及し

た称号制度ではない。 イボランドの南部や東部に

はオゾの称号が存在しないコミュ ニティも多々あ

る。 したがって、 イボ人移民たち全てが、 オゾの

称号を持つ ことをイグウェの前提条件と考えてい

るわけではない。
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イグウェになるための第二の条件として、cu

氏は、 安定した経済的基盤を持つ ことを挙げてい

る。 多くのイボ人たちが、 伝統的権威者に必要な

資質として、 コミュ ニティの自助活動に熱心な篤

志家である ことを挙げる。 様々な支援活動を行う

前提として、 伝統的権威者となる者には、 一定の

経済的な基盤が求められる。

cu氏の支持者たちは、 彼を 「イグウェ・ジャ

ノfン」とともに、「イグウェ・アラナズンワ」と

呼ん で、いる。「アラナズンワJ (Aranazunwa)と

はイボ語で 「子どもを育てる乳房」を意味する。

cu氏は、 イボ人移民たちが寄付集めを目的とし

て催す様々な機会に、 多額の寄付を行う者の一人

である。 彼の支持者たちのなかには、cu氏がイ

グウェとなる以前から、 彼を 「アラナズンワ」と

呼ぶ者たちがいたという。

さらに第三の条件として、 借家暮らしではなく、

一戸建ての住宅を所有する ことの重要性を指摘す

る。 イボ社会において伝統的権威者たちは、 来客

を接見し、 コミュ ニテイの問題を裁決するための

場所、 いわゆる 「パレス」を持っている。cu氏

は、 イグウェを称するにあたってパレスを持つ こ

とを必要不可欠の条件と考えている。

この点は、 イボ人移民たちの慣習を考えると興

味深い。 なぜなら、 「故郷に錦を飾る」ために移

民たちが第一に取り組 むのが、 故郷の地に自宅を

建設する ことだからである。 イボランドの村落内

を散策していると、 一般的な平屋の住宅に混ざっ

て、 立派な門構えの、 2 、 3階建ての豪邸に出く

わす ことがある。 これら豪邸は、 ナイジエリア国

内外の都市部に暮らす移民たちが、 故郷に建てた

住居である。 住居は普段は使われる ことなく閉ざ

されており、 移民たちがまれに帰省した折に用い

られる。 また、 実際に果たされるかは別として、

移民たちは故郷の家を引退後に戻るべき、「終の

棲家」と考えている。 彼らは移住先の地で借家住

まいを続けつつ、 資金をためて故郷に家を建設す

るのである。 したがって、 通常、 移民たちが移住

先の地に自宅を構えるのは、 故郷に家を建てた後

の ことである。 この習慣に従うなら、 第三の条件

については、 よほど裕福な者でない限り達成は難

しいように思われる。
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それに対し、 CU氏は、 故郷よりも先に移住先

の日本に自宅を建設した、 イボ人移民たちのなか

では極めて珍しい存在である。 彼の自宅は埼玉県

H市に位置し、 木造の一般住宅が立ち並ぶなか

で、 ナイジエリアの住宅を意識した洋風建築とな

っている。 住宅内には、 人々を接見するための居

間があり、 その一角にはイグウェの地位を象徴す

る王座がおかれている。 彼は、 ナイジエリアの旧

首都 ラゴスに部屋を借りているが、 自宅は未だ建

てていない。

2015年 7 月、 CU氏は、 自宅の新築祝いを兼ね

てイグウェ・ジャパンの戴冠式を開催した。 戴冠

式にあたっては、 アナンプラ州から伝統的権威者

の一人を招き、 戴冠の証人としたという。 さらに

戴冠式では、 イポ人移民の年長者の一人が、 CU

氏にイグウェの地位を象徴する冠を被せた。

ただし、 イボ人移民たちのなかには、 CU氏が

イグウェ・ジャパンと称する ことに対し、 異議を

唱える者が多い。CU氏の戴冠式には、 関東在住

のイボ人たちのなかでも、 同郷団体の指導者や有

力者らが集まった。 しかし、 彼ら参列者のなかに

は、 新築祝いに出席したのであり戴冠式が行われ

るとは知らなかった、 と主張する者たちもいる。

批判者のなかには、 「日本」や「関東」はイグウ

ェを選ぶ単位としては広すぎ、 CU氏は「埼玉の

王」を名乗るべきという意見もある。 あるいは、

イグウェではなく、 首長と呼ぶべきという者もい

る。

事例:大阪の王、 Igwe Osaka 

一方、 「イグウェ・ オ オサカ」、 すなわち「大阪

の王」を称するのは、 アナンプラ州出身で兵庫県

在住のvo氏である。

vo氏は、 日本でナイジエリア出身者が急増し

た1991年に来日した。 1 年関東京で過ごした後、

失職をきっかけに大阪に来る ことに決めた。 当時、

大阪はアフリカ人には住みづらい街と噂されてお

り、 周囲には大阪行きを反対されたという。

vo氏によれば、 彼は大阪に来た最初のナイジ

エリア人の一人である。 彼は、 現在の関西ナイジ

エリア連合会(Nigeria Union， Kansai) の発起人

だという。 1994年に、 vo氏は自宅にナイジェリ
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ア人を集め、 親睦を目的とした定例会を聞くよう

になった。 当初は 5 、 6 人が集まったという。 そ

の後、 関西に住むナイジ、エリア出身者の数は増加

し、 関西ナイジエリア連合会の定例会も、 区民会

館の一室を借りて行うようになった。 さらに2004

年 3 月には、 関西在住のイボ人をメンバーとする

同 郷 団 体、 関 西 イ ボ 人 連 合 会(Igbo Union， 

Kansai) が設立された。

2009年、 関西イポ人連合会のメンバーは、 vo

氏をイグウェ・ オ オサカに指名した。 イグウェに

選んだ理由について支持者たちは、 彼が関西のイ

ボ人たちのなかでは「年長者」の立場にあった こ

とを第一に挙げる。 vo氏は、 関西に暮らすイボ

人たちのなかで、 特に経済的に秀でているわけで

はない。 現在住んでいる住居も借家である。 人々

は、 経済的な背景よりも、 むしろ関西では古参の

ナイジ、エリア出身者として、 これまで彼がイポ人

たちのなかで行ってきた支援を指摘する。 日本人

と結婚し、 正規の在留許可を持つ ことから、 新参

のイボ人たちの保証人となる ことがしばしあった。

また、 初歩的な日本語が話せ、 ひらがなやカタカ

ナが読める ことから、 日本人との交渉において頼

られる こともあった。 関西在住のイボ人が何か警

察との聞にトラブルを抱えた時には、 その交渉役

も務めた。

イグウェ・ オ オサカの戴冠式は、 2009年11月に

行われた。 式には、 ナイジ、エリア大使の代理とし

て総領事も参列した。 そして、 関西イポ人連合会

の初代会長 が、 人々を代表してvo氏の頭に冠

を載せた。

先述の通り、 イボ社会では伝統的権威者がコミ

ュ ニテイの功労者に対し、 首長位の称号を授与す

る ことが習f貫となっている。 イグウェ・ オ オサカ

も、 およそ10名に首長位の称号を与えている。 彼

らは「大阪の首長」と称し、 イグウェ・ オ オサカ

の助言役を務めている。 その中には、 関西イボ人

連合会の歴代会長も含まれる。

首長位の称号の授与式は、 2013年 8 月にヤムイ

モの収穫祭と併せて執り行われた。 この祭りと授

与式には、 ナイジエリア大使が妻と共に出席した

という。 関東在住の者も含め在日イボ人の多くは、

イグウェ・ オ オサカの戴冠式や首長位の称号授与



式に大使や総領事が参加した ことは、 大使館がイ

グウェ・ オ オサカの正統性を公認している証であ

ると、 考えている。

また、 VO氏や、 彼が首長の称号を授与した者

たちのなかには、 それ以前に既に出身コミュ ニテ

イや関わりのあるコミュ ニテイにおいて首長の地

位にあった者たちも多い。 この場合の首長とは、

伝統的権威者から首長位の称号を授与した者のほ

か、 先述した オゾの称号を持つ者も含まれる。

VO氏や大阪の首長たちが、 もともと故郷の首長

であったことが、 大阪における彼らの地位の正統

性を語るうえでの根拠のーっとなっている。

関東の例と比較して、 関西においてイグウェ選

ぴが円満に進んだ理由のーっとして、 関西のイボ

人移民たちはコミュ ニテイの規模の違いを挙げる。

イボ人移民たちが移住先の地で設立する同郷団体

において、 メンバーシップの基準となる「故郷」

の地理的範囲は、 同地に暮らす移民人口の規模に

よって変化する。 イボ人の人口が多い関東には、

関西イボ人連合会のように、 イボ人全体をまとめ

る同郷団体は存在しない。 代わって、 イボ人移民

たちの相互扶助活動において中心的な役割を果た

しているのは、 出身州を単位として設立された同

郷団体である。 それらナ卜|を単位とした同郷団体の

なかでも規模が大きいものになると、 登録メン

バーは300人を超え、 毎月開催される定例会には

およそ100人が集まる。 そして、 それぞれの団体

には、 篤志家として一定の支持者を持つ者が複数

人いる。 このような状況において、 複数の団体を

またいで一人の人物をイグウェに選ぶ作業は、 大

変困難なものであろう。 一方、 関西には、 イボ人

全体の相互扶助を目的とした関西イボ人連合会が

活動している。 その登録メンバーは、 2017年の時

点で約50名で、 定例会の参加者は20人程度である。

イグウェの選出にあたって、 関西に暮らすイボ人

たちの総意をまとめる ことは、 関東に比べれば容

易であると、 団体の役員は指摘する。
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者が、 自分たちの子どもに故郷の文化を教えるた

めだと応える。 イグウェ・ オ オサカから称号授与

を受けた大阪在住の首長は以下のように述べた。

我々は こ こに住んで、いる。 いっ この地を去

るかは定かでない。 そして我々の子どもたち

は成長している。 彼らのなかにはナイジ、エリ

アに行く機会がある者もいるだろう。 しかし

なかにはその機会がない者もいる。 そうした

子どもたちは、 いかにして父親の生き方を知

る ことができるのか。 だから我々は、 我々の

生き方を見せる ことに決めた。 なぜなら、

我々は こ こにおり、 こ こにいなくてはならな

いのだから。 ……我々は、 こ こで我々の文化、

我々の文化と関わる組織を立ち上げる ことに

した。

アフ リ カ出身の移民を扱った過去の研究において

は、 移民たちと彼らの故郷の聞の持続的な関係が

強調されてきた。 しかし、 移住先の地での生活が

長期化するなか、 移民たちと故郷、 そして移住先

の地との関係も徐々に変化している。

経済的な財は、 それが社会的な承認を得て初め

て価値を持つ。 移住先の地で差別的な扱いを受け

る ことが多い移民たちは、 故郷における社会的承

認を求める。 しかし彼らは、 故郷からの承認のみ

で満足するわけで、はない。 人びとは、 生活のほと

んどを移住先の都市で暮らすのであり、 そ こは彼

らの妻や子供たちが住 む場所である。 移民たちが、

移住先の地での承認を求める ことは、 何ら不思議

な ことではない。 しかし、 「外国人」として日本

で彼らが社会的な承認を得る機会は限定されてい

る。 ゆえに、 移民たちは移民王制を創造する こと

で、 彼らが承認される場所や価値観を創出しよう

とするのである。

移民王制の創造によって生み出される承認の場

は、 イボ人移民内に限定したものではない。 近代

国家に包摂された伝統的権威者の位置づけを扱つ

おわりに た研究においては、 現代アフリカにおいて王や首

長が影響力を持つ背景として、 開発援助機関や国

日本に移民王制を創造した理由について、 二人 際 NGO、 あるいは多国籍企業など、 外部アクター

のイグウェやその支持者たちに尋ねると、 多くの の眼差し の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る(Oomen
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2005; Baldwin 2016;松本 2008)。 支援や投資の前

提となるガパナンス改善の指標として、 国家の脱

集権化や多元性の尊重が叫ばれるなか、 王や首長

たちは、 国際社会が求める政治理念を表象する存

在 と 見 な さ れ て い る の で あ る(Comaroff & 

Comaroff 2018)。 アフリカの伝統的権威者の地位

は、 アフリカの文脈を越えて価値づけられている。

だから こそ、 移民たちの妻や子どもを含め、 移住

先の地において人々から承認を得る可能性がある

のである。

その意味では、 二人のイグウェや彼らの首長た

ちの多くが、 日本で王や首長となる以前から、 故

郷において既に称号を取得済みであった ことは重

要であろう。 彼らが求めるのは、 新しい称号その

ものではなく、 王や首長を遇する場であり、 自身

の子どもたちが自分たちの父が何者であるかを理

解する価値観なのである。

注
1 ) 国際移民による首長位の称号の獲得については、

在日イボ人の事例をもとに別の論文(松本2016)で
論じている。 詳細については、 そちらを参照された
し、。
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